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父母の声、先生の実感生かして十分な
検討を―意見を聞かずに実施決定、先生の声を押しつぶす動きは方向転換を

　来年度から武蔵野小・３中ではじめることとなっていた小

中一貫教育校。５月２２日の検討委員会や６月議会での質問

で、検討の到達点が明らかになりました。

　そこに透けて見えるのは、父母の意見を十分に聞かずに、

現場の先生の声を押さえつけて、「何が何でも実施」でつき

すすむ姿勢です。

保護者の声は、「十分な説明と合意を」

　５月３１日におこなわれた武蔵野小学校の運動会の際に、

日本共産党の鈴木たくや議員は、シール投票をおこないまし

た。設問と結果は写真の通りで、多くの保護者が「父母への

十分な説明と合意」をもとめるものとなりました。

　鈴木たくや議員にたいしては多くの保護者から「いったい

どんな風に変わるの？」「何のためにやるの？」と質問が出

され、計画の内容の理解が進んでいないことが伺えました。

検討委員会では、

　「決定してから父母へ説明」、

　「先生は僕の方針で動かざるをえない」

　ところが、５月２２日の検討委員会では、小中一貫校の実

施の決定を９月に教育委員会がおこない、保護者への説明は

決定後、来年１月以降におこなうというスケジュールが提案

されていました。

押しきる考えを述べていました。

　保護者の意見を聞かずに、また、子どもたちのことが一番

よくわかっている現場の先生の意見を押さえつけて強引に小

中一貫校にしても、果たして、教育が良くなるのでしょうか？

　また、教員の多くは小中一貫校に疑問を持っていますが（右

アンケートを参照）、武蔵野小校長は「僕の経営方針で先生

方は動かざるをえな（い）」と、その疑問にこたえないまま

何のために一貫校にするのか？

－いまだによくわからないその理由

　検討委員会では、一貫校にする目的について説明がなされ

ましたが、従来からの説明とほとんど変わらず、何のために

一貫校にするのかの理由はあいかわらず不明瞭なままでした。

　例えば、「子どもの個性や能力が一層伸ばせる」というこ

とで、「同じ教員がずーっとひとつの学校で見るので」できる、

という説明でした。しかし、担任は毎年変わりますし、教員

は６年間で異動して他の学校へ移ってしまいます。

　また、「学力の向上」がはかれるということで、「こまかい

ステップを今よりもとれる」から、英語や分数などがよくわ

かるようになる、という説明でしたが、どうして今のままで

それができないのか、全くわからないものでした。

来年度、武蔵野小・３中「プレ開校」。

９月から５･６年生は３中校舎へ移動?

　具体的に示されたのは、来年度に武蔵野小・３中は「プレ

開校」をし、できるところから一貫校をやってみて問題点を

出してみる、ということ。また、５，６年生は来年９月から

３中の校舎に移動することでした。

　その他、ＰＴＡは一つになるのか、校長先生は一人になる

のか、などの委員からの質問には、「検討中」ということで、

具体的なことはほとんど検討がすすんでいない様子でした。

　つまり、「プレ開校」というのは、具体的なことを十分に

考え抜いた上で実施する、というのではなく、子ども達のか

けがえのない学校生活を使って、一度実験してみよう、とい

うことなのではないでしょうか。

　また、５，６年生が３中に移動することも、授業時間は現

在の４５分から５０分にするのか、上級生としての５・６年

生の活動ができなくなってしまうのではないのかなど、きち

んと考えぬいた上でないと結論が出せないことのはずです。

　そうした考えぬきに、とにかく、実施先にありきですすめ

てしまいたい、という教育委員会の姿勢が目立ちました。

八王子、町田などでも検討がすすむ

―２学期制と同じように流行にながさ

れないことが大切では

　現在、八王子や町田などでも小中一貫教育校の検討がすす

められており、羽村市教育委員会は「これは全体的に広がっ

ていく。だからいつはじまるかっていうことの違いだけ」と

説明しています。

　しかし、羽村が２学期制をはじめた５年前にも、全国あち

こちで「２学期制をやればこんなに教育が良くなる」と一種

の流行がおきました。今回、同じようなことが、小中一貫校

についてもおきているのではないかと感じます。

　現在、２学期制を実施している自治体は東京でも２４あり

ますが、「２学期制にしたから、こんなに良くなった」とい

う声はまったく聞こえてきません。逆に「やってみたが、勉

強の面でも、部活の面でも問題がある」と元の３学期制に戻

すところが全国でも増えています。

　「２学期制での失敗を反省して、小中一貫校でも同じこと

をくりかさないで」との父母の声に、教育委員会は真摯に耳

を傾けるべきではないでしょうか。

よりよい学校にするためにも「きちん

と説明し、合意をえるべき」の声をあ

げていこう

　もともと、羽村市は来年(２２年度)に小中一貫校を開校

する予定でした。しかし、昨年９月の保護者説明会で批判の

声が噴出するなどした結果、本格実施は１年のびることにな

りました。

　また、６月議会の鈴木たくや議員の質問に対して、教育委

員会は「９月の教育委員会での実施決定はおこなわない」と

いう趣旨の答弁をするなど、もともとのシナリオを変えざる

をえなくなっています。

　一貫校がどういう目的を持っているのか、どういうメリッ

ト・デメリットがあるのか、しっかりと保護者・教員・市民

に説明をおこない、実施する・しないを含めて、合意を前提

に決定するという当たり前のことをおこなわせていくために、

ごいっしょに声をあげていきましょう。

アンケートへのご協力ありがとうご

ざいます。市政・国政へとどけ、よ

りよい政治の実現のため頑張ります
　

　　　　　　日本共産党羽村市議団

　たくさんの皆さんにアンケートへご協力いただき、あ

りがとうございます。一つ一つのみなさんの声が、私た

ちへの期待や願い、また、「もっと頑張れ」の声である

と受け止めております。しっかりとこの声を政治へとど

け、よりよい市政・国政を実現できるよう、ひきつづき

頑張ります。また、具体的なご提案については、対市交

渉などにとりくんでいきます。

日本共産党羽村市委員会は、羽村市議団の活動について報道しました。

★無料法律相談のお知らせ

６月９日(火)午前１０時からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡ください。

・中原まさゆき　５５４－１１６３

・市川英子　　　５５４－１１４０

・鈴木たくや　　０８０－１０５８－９４５０

小中一貫

教育校

★アンケートの結果は共産党羽村市議団の

ホームページに掲載予定です。ぜひこちら

もご覧下さい。

http://www.jcphamura.org
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＜大見出し＞
小中一貫校　父母の意見、先生の実感を生かして十分
な検討を
―意見を聞かずに決定、先生の声を押しつぶす動きは
方向転換を

＜リード＞
来年度から武蔵野小・３中ではじめることとなってい
た小中一貫教育校。５月２２日の検討委員会や６月議
会での質問で、検討の到達点が明らかになりました。
そこに透けて見えるのは、父母の意見を聞かずに、現
場の先生の声を押しつぶして、「何が何でも実施」で
つきすすむ姿勢です。

＜保護者の声は、十分な説明と合意を＞
５月３１日におこなわれた武蔵野小学校の運動会の際
に、鈴木たくや議員は、シール投票をおこないました
。設問と結果は写真の通りで、多くの保護者が「保護
者への十分な説明と合意」をもとめるものとなりまし
た。鈴木たくや議員にたいしては多くの保護者から「
いったいどんな風に変わるの？」「何のためにやるの
」と質問が出され、計画の目的や内容が知らされてい
ないことが実感されました。

＜検討委員会では、「決定してから父母へ説明」、（
教員は）「私の経営方針で動かざるをえない」＞
ところが、５月２２日の検討委員会では、小中一貫校
の実施の決定を９月に教育委員会がおこない、保護者
への説明は決定後、来年１月におこなうというスケジ
ュールが提案されていました。また、教員の多くは小
中一貫校に疑問を持っていますが（●●アンケートを
参照）、武蔵野小校長は「僕の経営方針で先生方は動
かざるをえな（い）」と、その疑問にこたえないまま
押しきる考えを述べていました。保護者の意見を聞か
ずに、また、子どもたちのことが一番よくわかってい
る現場の先生の意見を押しつぶして強引に小中一貫校
にしても、果たして、教育が良くなるのでしょうか？

＜何のために一貫校にするのか？－いまだによくわか
らないその理由＞
検討委員会では、一貫校にする目的について説明がな
されましたが、従来からの説明とほとんど変わらず、
何のために一貫校にするのかの理由はあいかわらず不
明瞭なままでした。例えば、「子どもの個性や能力が
一層伸ばせる」ということで、「同じ教員がずーっと
一つの学校で見るので」できるという説明でした。し
かし、担任は毎年変わりますし、教員は６年間で異動
して他の学校へ移ってしまいます。また、「学力の向
上」がはかれるということで、「こまかいステップを
今よりもとれる」から、英語や分数などがよくわかる
ようになる、という説明でしたが、どうして今のまま
でそれができないのか、全くわからないものでした。

＜来年度プレ開校。９月から５，６年生は３中校舎へ
移動＞
具体的に示されたのは、来年度に武蔵野小・３中はプ
レ開校をし、できるところから一貫校をやってみて問
題点を出してみる、ということ。５，６年生は９月か
ら３中の校舎に移動することでした。その他、ＰＴＡ
は一つになるのか、校長先生は一人になるのか、など
の委員からの質問には、「検討中」ということで、具
体的なことはほとんど検討がすすんでいない様子でし
た。結局、何もはっきりしないうちにプレ開校でやっ
てみよう、というのは、子ども達のかけがえのない学
校生活を実験台にするようなものではないかと感じま
した。また、５，６年生が３中に移動することも、授
業時間は現在の４５分から５０分にするのか、最上級
生としての６年生の活動ができなくなってしまうので
はないのか、など、きちんと考えぬいた上でないと結
論が出せないことを、とにかく、実施先にありきです
すめてしまいたい、という教育委員会の姿勢が目立ち
ました。

＜八王子、町田などでも検討がすすむ小中一貫教育―
２学期制と同じように流行にながさないことが大切で
は＞
現在、八王子や町田などでも小中一貫教育校の検討が
すすめられています。教育委員会は「いずれは全部が
やるんだから、早いか遅いかだけ」と説明しています
。しかし、羽村が２学期制をはじめた５年間にも、全
国あちこちで「２学期制をやればこんなに教育が良く
なる」と一種の流行がおきました。今回、同じように
小中一貫校のプチ流行がおきているのではないかと感
じます。現在、２学期制を実施している自治体は東京
でも２４ありますが、「２学期制にしたから、こんな
に良くなった」という声はあまり聞こえてきません。
逆に大阪の四條畷市や●●などでは「やってみたが、
勉強の面でも、部活の面でも問題がある」と一度実施
した２学期制を元の3学期制に戻すところも出ていま
す。「まわりがやるから」という理由で始めても、学
校がゴタゴタしただけで、その分のエネルギーを子ど
もの指導に向けたほうがよほどましだった、というこ
とになりかねないのではないでしょうか。

＜教育委員会まかせでは、学校はよくならない―市民
が関心をもって、よりよい学校をつくっていこう＞
結局、今回の会議で感じたのは、教育委員会まかせで
は、羽村の学校はよくならないということです。もと
もと、羽村市は来年・２２年度に小中一貫校を開校す
る予定でした。しかし、昨年９月の保護者説明会で批
判の声が噴出するなどした結果、実施は１年間のびる
ことになりました。また、鈴木たくや議員の質問に対
して、教育委員会は９月の教育委員会での実施決定は
おこなわないと答弁するなど、もともとのシナリオを
変えざるをえなくなっています。一貫校の中身につい
ても、しっかりと保護者に説明をおこない、合意が得
られてから実施を決定するという、当たり前のことを
教育委員会におこなわせていくために声をあげていく
ことが大切ではないでしょうか。

6月 7月 8月 9月 1月 2月 3月 4月

30
日
　
検
討
委
員
会

14
日
　
検
討
委
員
会

27
日
　
ゆ
と
ろ
ぎ
講
演
会

27
日
　
検
討
委
員
会

？
日

　
最
終
報
告
答
申

18
日
　
教
育
委
員
会
で
決
定

？
日
　
３
中
学
区
説
明
会

？
日
　
２
中
学
区
説
明
会

？
日
　
１
中
学
区
説
明
会

武
蔵
野
小
・
３
中「
プ
レ
開
校
」
へ

5/22検討委員会に示されたスケジュール案

実施を決定してから説明？

①小中一貫校にすると不登校が減る？

　とても・少し思う　　　４％

　あまり・全く思わない　８５％

②学力が向上する？

　とても・少し思う　　　１１％

　あまり・全く思わない　７９％

③学校（子どもや先生の）の多忙化がすすむ？

　とても・少し思う　　　８７％

　あまり・全く思わない　　７％

④小中一貫校を是非実施すべき？

　とても・少し思う　　　４％

　あまり・全く思わない　８３％

羽村市内の教職員アンケート(08年7月実施一貫校対策会）

武蔵野小校長の5/22検討委員会での発言

「…ここから本格的に先生方に、…ここまでに、何

何をしなきゃいけないという事をはっきり我々は言

えるようになる。…で、僕の経営方針で先生達は動

かざるをえなくて（笑）。…『もうやらなきゃいけ

ないんだから』っていうのは、皆さんそういう風に

言うんじゃないんですか。」

１６ １８６

●小中一貫校検討委員会（傍聴）

６月３０日（火）午前９時半から

市役所４階・特別会議室

●小中一貫教育理解・啓発「講演会」

７月２７日（月）午後２時から

ゆとろぎ・大ホール

（主催）羽村市教育委員会

●小中一貫校学習懇談会

９月１１日（金）午後７時から

三矢会館２階和室

（主催）一貫校対策会

小中一貫、２学期制アンケートへ寄

せられた声を紹介します。

（問）小中一貫校についてどうお考えですか？

○反対だ。１、本当に学力向上がはかられるか疑問。２、不

登校の子どもが減るか疑問。３、教師の多忙化。連絡調整の

時間が多くなり、多忙化に拍車がかかる。４、小中一貫にす

べきかの研究をもっとすすめてから実践に移すべき

○どちらとも言えない。一度だけの説明会で、内容も未定だ

らけであったため。必要性、メリットが現状でははっきりし

ないため。

○反対。１回説明しただけで後は勝手に決められておわり

だ。２学期制と同じです。もっと子ども達のことを良く考え

るべき。
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共産党羽村市議団今年
３、４月に実施( )


